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J02a WZ Sge型矮新星V455 Andの可視近赤外同時測光観測
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矮新星とは、白色矮星と赤色主系列星からなる近接連星系で、伴星からの質量降着によってできた降着円盤の不
安定性が原因とされている。WZ Sge型は、矮新星の中でも軌道周期が短く、爆発初期に early superhumpと呼ば
れる現象が観測されている。また、増光間隔が非常に長く、数年—数十年に一度しか爆発しないという特徴がある。
WZ Sge型矮新星V455 AndはHS2331+3905としてHamburg天文台でのクエーサーサーベイで発見された。そ

の後、2007年 9月 4日、急速に増光していることが発見され、測光観測を開始した。観測は、可視から近赤外まで
の V、J、Ksバンドを同時に撮像することができる東広島天文台かなた望遠鏡のTRISPECと、g, Rc, Icバンドを
同時に撮像できる岡山MITSuME望遠鏡を用いた。増光は 9月 5日にピークを迎え、減光に転じた。その後、9月
23日頃には急に大きく減光し、再増光することなく、ゆるやかに減光した。
アウトバースト中の色 V − J は、約 11,000K—9,000Kの黒体放射を示唆し、典型的な爆発中の矮新星といえる。

しかし、Ksバンド光度は黒体放射成分と比較して超過していた。アウトバースト終了以降は、光度が次第に下が
りながらも、色指数はほぼ一定だった。円盤をほぼ真上から見ている同じWZ Sge型矮新星GW Libの 2007年の
アウトバーストではKsバンドの超過は見られなかったことを考慮すると、この天体は円盤を真横から見ているの
で、円盤大気上部にある光学的に薄い領域からの放射が見えているのかもしれない。
また、今回初めて early superhumpの可視-近赤外線同時連続観測に成功した。


